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研究成果の概要（和文）：　在宅で療養する高齢者を対象に地域医療福祉のサービスの満足度、満足に関連する要因を
明らかにすることを目的として本研究を実施した。本研究結果から地域における医療と福祉が在宅で療養する高齢者の
心身の健康状態および今後の療養意向（希望）を現行以上に把握、共有し、連携を強化していくことで,在宅で療養す
る高齢者による医療福祉サービスの満足度が向上することに繋がると考えられた。

研究成果の概要（英文）：I carried out this study for the purpose of clarifying the satisfaction of the 
service of the community medicine welfare, a factor in conjunction with the satisfaction for the elderly 
people who underwent at home medical treatment. Grasp shares the mental and physical health condition of 
the elderly person that the welfare undergoes at home medical treatment and future medical treatment 
intention (hope) with the medical care in the area than an act from these findings and thinks that I am 
connected in the satisfaction of the medical care welfare service by the elderly person who at-home, 
undergoes medical treatment improving by strengthening cooperation.

研究分野：医歯薬学
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１．研究開始当初の背景 
わが国は超高齢社会を迎え、様々な健康障
害をもって生活する高齢者が急速に増加し
ている。高齢者の１人暮らし世帯も、2000 年
の 300 万世帯から、2025 年には 680 万世帯へ
と 2倍に増加すると言われている。 
「医療介護総合推進法(2014)」では、今後
急増する高齢者に対し、高度急性期医療から
在宅医療、介護までの一連のサービスを地域
で総合的に確保することを掲げており、在宅
で療養する高齢者に対する切れ目のない医
療福祉サービスの必要性が高まっている。 
在宅で療養する高齢者による地域医療福
祉のサービスの評価（満足度）を明確にする
ことは、「地域医療福祉の発展」に有益であ
る。しかしながら、在宅で療養する高齢者に
よる地域医療福祉のサービスの評価に関す
る研究は見当たらず、十分とは言い難いと考
える。 
２．研究の目的 
本研究は在宅で療養する高齢者を対象に
地域医療福祉のサービスの満足度、満足度に
関連する要因を明確にすることを目的とす
る。 
３．研究の方法 
A 県内 4 ヶ所の通所リハビリ施設を利用し
ている高齢者 210 名を分析対象とした。 
日本語版患者満足度評価尺度「日本語版
Client Satisfaction Questionnaire8 項目版
（以下 CSQ-8 とする）」得点を従属変数、個
人背景(性別、年齢、介護保険利用期間、同
居家族の有無、公費受給の有無、住環境、社
会の変遷及び自身及び配偶者の健康への不
安、医療と福祉間での情報共有に関する思い、
福祉間での情報共有に関する思い)を独立変
数としてｔ検定、一元配置分散分析にて解析
した。 
倫理的配慮として、調査は、研究者から対
象者へ、研究の趣旨、方法と協力の自由意思、
匿名性の確保等を口頭と書面で説明し書面
にて同意を得て実施した。尚、本研究は、長
崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専
攻倫理委員会の承認（番号：13022875）を受
けて実施した。 
４．研究成果 
(1) 対象者の概要（表１、２） 
対象者は、男性 73 名(34.8%)、女性 137 名
(65.2%)の合計 210 名。平均年齢は 81.2±7.6
歳、平均介護保険利用期間は 38.2±37.9
月,CSQ-8の平均得点は24.6±5.8点であった。 
同居家族は、あり 166 名（79.0%）、なし 44
名（21.0%）、公費受給はあり 109 名(51.9%)、
なし 101 名(48.1%)、住居の立地環境は斜面
地 95 名(45.2%)、平地 115 名（54.8%）、自宅
への車の横付けは、可能 163 名(77.6%)、不
可能 47 名(22.4%)、住居形態は、戸健 173 名
(82.4%)、集合住宅 37 名(17.6%)、病気、治
療に関する情報が医療と福祉で共有されて
いるは、思う 147 名(70.0%)、思わない 63 名
(30.0%)、病気、治療に関する情報が福祉間

で共有されているは、思う 149 名(71.0%)、
思わない 61 名(29.0%)、療養生活意向の情報
が医療と福祉で共有されているは、思う 149
名(71.0%)、思わない 61 名(29.0%)、療養生
活意向の情報が福祉間で共有されているは、
思う 146名(69.5%)、思わない 64名(30.5%)、 
今後の生活が、不安 114 名(54.3%)、不安で
ない 96 名（45.7%）、自身の健康が、不安 125
名(59.5%)、不安でない 96 名(45.7%)、配偶
者の健康が、不安 70 名(33.3%)、不安でない
31 名(14.8%)、配偶者なし 109 名(51.9%)であ
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 個人背景による「CSQ-8」得点の平均値
の差（表 3） 
  ｔ検定、一元配置分散分析の結果、公費
受給ありの者(p=0.017)、病気、治療に関す
る情報が医療と福祉で共有されていると思

表2.対象者の概要    男性73（34.8%)  女性137(65.2%)  n=210

ｎ数 　　％

あり 166 79.0

なし 44 21.0

あり 109 51.9

なし 101 48.1

斜面地 95 45.2

平地 115 54.8

可能 163 77.6

不可能 47 22.4

戸健 173 82.4

集合住宅 37 17.6

思う 147 70.0

思わない 63 30.0

思う 149 71.0

思わない 61 29.0

思う 140 66.7

思わない 70 33.3

思う 146 69.5

思わない 64 30.5

不安 114 54.3

不安でない 96 45.7

不安 125 59.5

不安でない 85 40.5

不安 70 33.3

不安でない 31 14.8

配偶者なし 109 51.9

自宅への車の横付け

療養生活意向の情報が医療
と福祉で共有されている

療養生活意向の情報が福祉
間で共有されている

今後の生活

自身の健康

配偶者の健康

病気,治療に関する情報が医
療と福祉で共有されている

住居形態

病気,治療に関する情報が福
祉間で共有されている

公費受給

住居の立地環境

同居家族

 

対象 最大値 最小値 平均値 標準偏差 25%タイル 中央値 75%タイル

全体 97.0 65.0 81.2 7.6 76.0 83.0 87.0

男性 93.0 65.0 78.1 7.9 72.5 78.0 85.0

女性 97.0 65.0 82.8 7.0 79.0 84.0 88.0

全体 194.0 1.0 38.2 37.9 11.0 26.0 55.3

男性 144.0 1.0 32.4 29.0 10.0 22.0 52.0

女性 194.0 1.0 41.2 41.6 11.0 27.0 61.0

全体 30.0 0.0 13.0 6.6 8.0 13.0 19.0

男性 30.0 1.0 13.2 6.5 8.0 12.0 18.5

女性 30.0 0.0 13.7 6.7 11.0 27.0 61.0

全体 41.0 11.0 13.5 6.6 8.0 13.0 19.0

男性 41.0 11.0 24.1 6.1 21.0 24.0 26.0

女性 38.0 11.0 24.9 5.7 24.0 24.0 29.0

ｎ数 ％

要支援１ 19 9.0

要支援2 38 18.1

要介護１ 83 39.5

要介護2 48 22.9

要介護3 15 7.1

要介護4 5 2.4

要介護5 2 1.0

表１.対象者の概要　　　　　　　　                　                                             男性73（34.8%)  女性137(65.2%)  n=210

年　齢

介護保険利用期間

ソーシャルサポート

満足度

要介護度

 



う者(p=0.040)、病気、治療に関する情報が
福祉間で共有されていると思う者
(p=0.001)、療養意向に関する情報が医療と
福祉で共有されていると思う者(p<0.001)、
療養意向に関する情報が福祉間で共有され
ていると思う者(p<0.001)、自身の健康に不
安がない者(p=0.047)が有意に CSQ-8 の平
均得点が高い結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)結論 
 本研究結果は、地域における医療と福祉
が在宅療養高齢者の心身の健康状態および
今後の療養意向を現行以上に把握、共有し、
連携を強化していくことで、在宅療養高齢
者によるケアサービスの満足度向上に繋が
ることを一部説明できるかもしれない。 
 また、公費受給ありの者に満足度が高い
のは、サービスに対する経済的負担が少な
い方が満足度にも影響しているのではない
かと推察する。 
一地域における横断的調査であるために、今
後は調査地域を拡大し、検討していく必要が
ある。 
 地域医療福祉のサービスの満足度を標準
化された尺度で検討した研究は、国内外とも
に見当たらない。本研究成果、高齢化が進行
中の国内外の諸地域における医療福祉サー
ビスの向上に寄与できる可能性がある。 
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p値
前期高齢者
後期高齢者
1～9月
10～19月
20～29月
30月以上
男性
女性
あり
なし
あり
なし
斜面地
平地
可能
不可能
戸健
集合
思う

思わない

思う

思わない

思う

思わない

思う

思わない

不安
不安でない
不安
不安でない
不安
不安でない

24.1±6.3

性別
24.1±6.1
24.9±5.7

0.382

23.6±5.6

24.6±6.0

療養意向に関する情報が福
祉間で共有されている

25.4±5.7
0.001

24.7±5.4

24.0±6.8

24.8±5.8

22.2±5.4

25.7±5.7

22.5±5.5

25.7±5.8

23.6±5.4
24.9±5.9

車の横付け

0.417

0.686

　　　　　　個人背景の属性　　　　　    満足度平均値(±SD)

年　齢
24.0±5.6

介護保険利用期間

立地

25.5±5.9

24.6±5.8

表3.満足度得点の個人背景の属性による平均値差　　　　　　    n=210

公費受給

同居家族

24.3±6.4
25.0±5.0

24.0±5.7

0.017

0.179

0.061

25.4±5.7

<0.001

<0.001

住居形態
24.6±5.7

0.886
24.7±6.4

療養意向に関する情報が医
療、福祉間で共有されている

23.9±5.6
25.6±6.0

24.3±5.9

0.852

病気,治療に関する情報が医
療と福祉で共有されている

25.1±5.9
0.040

23.4±5.3

病気,治療に関する情報が福
祉間で共有されている 22.6±5.7

0.420

0.047

0.851

今後の生活の不安

自身の健康の不安

配偶者の健康の不安

24.3±6.1
25.0±5.5
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